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令和５年１０月１７日発行 
【教育目標】 

自立に向かう生徒 

平澤 興氏の精神 『人間 その無限の可能性』  『おろかしき誠実 もえる情熱 へこたれぬ忍耐』 

ゆめ      おり       ばし 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

令和５年度 前期終了！！（１０月６日） 
～味方中かけがえのない１０５人 一人一人の成長をかみしめて～ 

 

１０月６日（金）に令和５年度の前期が終了し、前期終業式が行われました。全校生徒を代表して３名の生徒 

 が前期の振り返りを発表してくれました。前期の自分自身をしっかり見つめ、今自分が思うことを自分らしい言 

葉で全校生徒に精一杯伝えていた姿が素晴らしかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３人の発表には、「

」、「

」、「

など心に刺さる言葉がたくさんあ 

りました。前期で多くの学びがあったことがよく伝わってきました。 

 

 終業式での発表は３人だけでしたが、令和５年度の前期は、１０５人全員に学びと成長があったと確信して 

います。授業や行事の振り返り、委員会での活動の様子、清掃などの日常活動への取り組み方、部活動の様子 

から成長をひしひしと感じます。 

何でもうまくいくことがよいことではありません。悩んだり、迷ったり、工夫したり、挑戦したりするから 

こそ力が付きます。失敗大いに結構。苦手な事への挑戦お見事。恐れることはありません、まずやってみま 

しょう。行事でも、授業でも、委員会でも、清掃でも、部活でも、この味方中で体験できることに何でも取り 

組んでみましょう。困ったら困ったと言いましょう。うまくいかなかったら助けてもらいましょう。この味方 

中学校にはみなさんを支えてくれる仲間、教職員がいます。 

失敗しながら、間違いながら、悩みながら、工夫しながら、仲間のよさをマネしながら、挑戦しているうち 

に、少しずつ少しずつ力がついてきます。その力は、みなさんにとって将来生きていくために必要な力です。 

味方中学校は、将来生きていくために必要な力をつける所です。さあ、後期も共に進んでいきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜地域、保護者のみなさまへ＞  
日頃より、味方中学校の教育活動に対しまして、ご理解、ご協力ありがとうございます。おかげさまで、令

和５年度前期の教育活動が充実したものになりました。前期の教育活動で大切にしてきたことは、「子ども自

らがよく考え、主体的に行動する」ということです。「自分（自分たち）でよく考える」「自分（自分たち）

が動く」機会を意図的に設定し、そのための支援を精一杯行ってきました。後期もこのことを大切にしなが

ら、さらに一人一人に力をつけていきたいと思っています。後期も何卒よろしくお願いいたします。 

 

   

令和５年度 前期 一つ一つ紡いできた味方中学校全校の絆 後期へ 続く！！ 


